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第７回未来ビジョン会議 

 

１ 日  時  平成２９年１１月２７日（月）午後７時から午後８時３０分 

２ 場  所  伊東市役所８階大会議室 

３ 出 席 者  伊東市未来ビジョン会議委員１３人（欠席５人） 

市長、若山副市長、佐野副市長、教育長、市長戦略監、企画部長 

４ 意見交換  内容は以下のとおり 

 

 

（行政経営課長） 

ただいまから、平成２９年度第７回未来ビジョン会議を開催いたします。 

本日はご多用の中ご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

※欠席者報告 

それでは、小野市長から挨拶を申し上げます。 

 

（市長） 

皆さん改めましてこんばんは。 

今回は、大変お疲れのところお集まりいただきまして、お陰様で７回目の未来ビジョン会

議ということになりました。また、前回の未来ビジョン会議では、すばらしいご提案をいた

だきましてありがとうございました。発表、提案されました意見について、早速、市の施策

に反映できるものについては反映できるように動き出しております。このことからも、私が

市長として掲げる伊東の魅力を発信し、文化を高め、観光の振興と産業の育成によってみん

なが夢と夢を形にできる、そして、未来を拓くために、この会議を重要な会議として位置づ

けて、ボトムアップによる市政運営を進めていくためにも、これからもさまざまな立場によ

る若い世代の方々の貴重なご意見を伺っていきたいと思っております。 

今回は、これまで開催した未来ビジョン会議の振り返りを含めまして、皆様が考える未来

ビジョン会議の今後の進め方やあり方を一緒に検討し、さらによい会議に成長させていきた

いと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（行政経営課長） 

ありがとうございました。 

それでは意見交換に入りますが、改めて、本日の未来ビジョン会議のテーマにつきまし

て、杉本市長戦略監よりご説明申し上げます。 

 

（市長戦略監） 

さきほど市長からお話がありましたが、本日で７回目になります。 

今までは、シティプロモーションへの意見や子育てしやすいまちづくりをテーマとした施

策の提案をしていただきまして、誠にありがとうございました。委員の皆様からいただいた

ご意見、ご提案につきましては、できる限り今後の市の施策に反映していくようにいたしま

すので、よろしくお願いします。 

このことを踏まえまして、本日の会議のテーマとして、今後の未来ビジョン会議の進め方

また、方向性について、今後はどのような会議にすればよいのかという内容での意見交換を
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ぜひお願いをしたいと思っております。委員の皆さんもこの未来ビジョン会議にだいぶ慣れ

てきたかなと思いますが、ちょっとまだ緊張もございますので、これからどういう形で進め

ていけばいいのか、市の取り組みや施策、そういうものも詳しく知りたいとか、何でもどう

いう意見でも構いませんので、皆様から、ぜひ忌憚のないご意見をお願いしたいと思いま

す。 

一緒にこの会議を充実させていただきたいと思っておりますので、ぜひご意見を参考にさ

せてください。 

それではよろしくお願いいたします。 

 

（行政経営課長） 

ありがとうございました。 

それでは、ただいまから意見交換に入りますが、要綱第４条第２項の規定に基づきまし

て、小野市長が座長を務めますのでよろしくお願いいたします。 

 

（市長） 

それでは、座長として会議を運営させていただきますので、ご協力をお願いいたします。 

それでは、第７回未来ビジョン会議の意見交換を開始いたします。繰り返しになります

が、本日は、今後の未来ビジョン会議の進め方やあり方について意見交換をお願いいたしま

す。突然ですが、今回は発表の順番をいつもと逆周りにしたいと思います。Ａ委員さんから

で申し訳ないですが、時間に限りがありますので、いつもどおり５分程度でお願いしたいと

思っております。まずトップバッターでＡ委員、お願いいたします。 

 

（Ａ委員） 

私は、グループワークの際に、グループの皆さんとお話しをしたりとかそういう機会があ

りまして、そういうふうにメンバー同士で話し合える機会があると、すごく交流も深まりま

す。せっかくこれだけのいろいろな立場の方が見えているので、グループワーク的なスタイ

ルで進めたらどうなのかなというふうに思います。それで、テーマについてですが、市のほ

うからこれについて皆さんの意見を聞きたいとか、アイデアを聞きたいとかっていうことを

投げかけていただいたりとか、もちろん委員のほうから、こういうテーマについて話し合い

たいというようなことがあれば、それについてグループでディスカッションしながら意見交

換をしたり、集約していくというようなやり方で進めたいと思います。 

こういう全体での形ですと、私もすごく緊張するほうですし、話しをするのが苦手なの

で、小グループになりますと、すごく話しやすくなりますので、そのようなやり方を取り入

れていただけたらと考えております。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございます。 

何回やってもこういう全体の形式での発言は緊張しますね。一定の緊張感はいいんですけ

れど、思っていることが伝えられないと、会議の本来の意義が薄れてしまいますので参考に

させていただきたいと思います。 
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テーマについては、できればグループワーキングでやろうということですね。そういった

ときに、例えば、この間は子育て支援についてというテーマを投げかけましたけれど、そう

ではなくて、自分たちで独自に、さあ何をやろうかとか、何をやってもらおうかとか、何を

アイデアとして出そうかというようなところから進めていくのも１つの手ではないかなと思

っていますけれど、どうですか。 

 

（Ａ委員） 

 そういう形でもいいと思います。 

 

（市長） 

はい、では参考にさせていただきたいと思います。 

それでは、Ｂ委員お願いします。 

 

（Ｂ委員） 

 皆さんこんばんは。よろしくお願いします。 

今回は、進行について考えてきました。 

この会議の趣旨が、若い世代のいろいろな人たちの意見を聞くということなので、ブレイ

ンストーミングという、みんなで意見を言い合って批判などはしないという方法を採るのも

いいやり方かと思いました。グループワークやディスカッションですと、どうしても答えを

１つに絞らなければいけないので、いろいろな意見があっても淘汰されてしまって伝わらな

い意見も出てくるというところでブレインストーミングを選びました。こういう１人ずつ発

表する形式ですと、皆さんで意見をたくさん言ってもらえると思うんですけれど、他の人と

意見を高め合ったり、他の人との意見の繋がりとかができないので、そのためにもいいと思

います。 

あとは、グループでやる場合には、余りに大人数だと発言できない人が出てきてしまうの

で、前回のように３グループくらいに分けたほうがいいと思います。テーマについては、具

体的な提案はありませんが、最初の会議で委員の皆さんが発言した内容の中でいろいろな提

案などがあったと思うんですけれども、それによってグループ分けをし、１回の会議で１つ

のテーマではなくて、グループごとに異なるテーマを扱ってもいいのかなと思いました。た

だ、最初に挙げたブレインストーミング自体が意見の出し合いなので、発表には向いていな

くて、どうやって市長たちにお伝えできるかということを考えたんですけれど、１つは同席

していただき、一緒にお話を聞いていただけるか。もう１つは、ＫＪ法といって、ブレイン

ストーミングで出た意見をそれぞれグループごとに大まかに分けていくという方法があるの

で、そこに分けたところでざっくりとしたものにはなりますけれど、それで発表をするかと

いうところです。 

今回、今後の会議について、いろいろな進め方を考えていたのですが、進め方を自分でイ

メージしてみると、どんな方法を採ってもどうしても緊張してしまうんですよね。委員の方

でもお話ししたことのない方もたくさんいますし、子供っぽい言い方をすると、市長たちの

ように偉い人がいると緊張してしまうので、皆さんで交流をして意見を出しやすくするよう

な環境作りが必要だと思います。 

以上です。 
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（市長） 

ありがとうございます。 

私がいろいろと思うのは、委員の皆さんは、各団体からの代表のような形で参加していた

だいている方が多いわけですけれども、そういう小グループというか、個々の団体の皆さん

のご意見というのもそれぞれあると思うんですよ。それぞれの団体の中で、未来ビジョン会

議でこういうことを伝えてほしいというようなことが仮にあるとして、そういう場に私が行

くのは重いということならば、同世代の行政経営課を中心にこの会議を進めていますが、そ

ういう方が参加をして、フリートーキングをしていただき、その結果を１つのたたき台とし

てこの会議に持ち寄るとか、そういう方法もあるんではないかなということは以前から思っ

ていたんですけれど、皆さんもお忙しいのにこうやって集まっていただいて、さらに仲間に

声をかけて集まっていただくというのもなかなか大変かと思っていたんですけれど、今の意

見を総合していくと、例えば、この会議も１時間半という設定でやっていて、余計なことを

言うと長引くからやめておこうかとか、あの人と違うことを考えているけれど、今言うとち

ょっと余り良くないなっていうことがあるとすれば、もっとフリートーキングができるよう

な環境が必要だなというふうに思っていますので、今、いろいろとお話しいただいたことも

参考にしながら、今後の進め方につなげていきたいと思います。 

それでは、Ｃ委員よろしくお願いいたします。 

 

（Ｃ委員） 

皆さん、よろしくお願いします。 

Ａ委員さんやＢ委員さんの意見はすごくいい意見だと思っています、私も両委員さんの意

見に大賛成です。まず、私もグループワーキングを行うほうが良いかなと思います。先週、

先々週とＡ、Ｂ、Ｃと３つのグループに分けて、テーマは子育て支援や教育に関する施策に

ついて発表したと思います。統一したテーマではなく、例えば、Ａグループは観光であると

か、Ｂグループは産業とか、Ｃグループはまた別のテーマを与えて、それぞれが別の違った

テーマについて発表をする。せっかく人数も多いわけですし、３つぐらいのグループに分け

られますので、同一のテーマではなくて、それぞれ異なったテーマを事務局から与えていた

だいて、それについてグループで発表していくのがよいのではないかなと感じておりまし

た。 

あと、委員の選出団体の名簿を見ると、やはり、いろいろな方々がいろいろな種類の団体

から選出されておりますので、各団体における関係部分で詳しい方もいらっしゃると思いま

すので、そういった方々を中心にグループ内で話していくのも１つの手ではないかなと考え

ております。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございます。 

グループワーキングがいいだろうということをいただきまして、テーマは別々にというこ

とであれば、またそれを発表していただくときに、いろいろな角度からお話が出てくるので

はないかと思います。私の公約として、例えば、観光については、今の時代に合ったものに

変えていくと、継承すべきものは継承していきますけれども、やはり今の時代に合っていな

い観光施策があると判断すれば、大胆に変えるというふうに思っておりますし、同じように
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なりますけれど、産業についても、この会議でも相当たくさんのご意見をいただいて、実体

感のある生の声というか、私からしてみたら１回りぐらい若い世代の皆さんの生の声ですか

ら、やはり自分と違う感覚とか、そういうものを教えていただいている部分もありますの

で、テーマを分けて、ありがちな福祉施策とかそういうものは国の政策にのっとって進めて

いく、そして、できることを伊東市で独自にやることを、例えば、子育て支援の一環として

いろいろと考えてはおりますけれども、いろいろなテーマがあれば、この場で皆さんに発言

をいただいたことが極端に言えば安倍総理に伝わったということも出てこようかと思います

ので、そういうことも含めてテーマをそれぞれに分けていくことには賛成したいなというふ

うに思います。 

それでは、Ｄ委員お願いします。 

 

（Ｄ委員） 

これまでの委員の方々からもお話がありましたけれども、先日行ったグループ形式での方

法は、私としても感触は良かったので、１つのテーマに関して時間が取れるのであれば、あ

のような形がより深い意見が出るのではないかと思います。今回、３つのグループに分けま

したけれど、また、委員ごとに複数のテーマで行ってはどうかという話もありました。確か

に個々の団体の代表ということで各々の委員の専門分野というものがあると思うので、それ

に応じた意見を出すのに、そういうグループ分けという方法があっても良いかと思います。 

以上です。 

 

（市長） 

Ｄさんはいとう漁協の代表として参加されていますが、今日、静岡県の水産審議協議会と

いう会議がありまして、私は焼津市に行ってきました。それは、概ね２０人ほどの会議で、

県内もしくは県外のいろいろなＮＰＯの活動をしてる方とか、大学の教授とか、コープと

か、そういう消費者団体の代表の方など、いろいろな方が集まって、主に水産についての話

をしました。そこでは、テーマは１つですから、すごくわかりやすい。私も伊東のことも発

言をしましたし、逆に、東京の方がいとう漁協の波止場の宣伝をしてくれたり、テーマが決

まっていた方が結構やりやすいですね。 

ただし、それだけ人数がいますと３時間近く時間かかってしまうのですね。ですから、そ

れをグループごとに分けていく。例えば、発表したときに、またそのディスカッションがで

きるようなことも残しておけば、そこに上塗りをしていくということもできるかと思います

ので、参考にさせていただきながら、特に産業を磨いていくというのは大事なことですの

で、Ｄさんが所属している、いとう漁協のさまざまな施策もこんな機会にも発表していただ

くのも１つではないかと思いますので、ぜひ、またそれも含めてお願いしたいと思います。 

それではＥ委員お願いします。 

 

（Ｅ委員） 

皆さんこんばんは。 

意見を述べる前に、参考なんですけれど、プロモーションの話をさせていただきたいと思

います。先日、ほかの会ですが、セミナーがありまして、グーグルの方がいらっしゃって、

セミナーを受けてきました。まさに未来ビジョン会議でやった、シティプロモーションにつ

いての内容で、他の市とか村とか、そういうところのプロモーションをグーグルが手がけて
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いるという話がありました。動画については、街を紹介する普通の動画とかでは、やはり皆

さんは見てくれないということで、動画に話題性を持たせて伝えていくということがすごく

大事だという話を聞きました。伝え方を間違えてしまうと、ただ本当にそのプロモーション

を作ったお金だけ出てしまってもったいないと、だからといって、今風とかというのではな

く、伊東市が持っている良いものを生かしながらも話題性を持った動画をつくるということ

だったのですけれど、いろいろ見て惹かれるものがたくさんあるんだと思ってお話をいただ

きました。例えば、グーグルでしたり、インターネット関係とかということについては、私

たちはちょっと疎いところがありますので、そういう方を招いて、そういう話を聞きなが

ら、伊東市についていろいろと考えていってもいいのかなと思いました。 

そして、皆さんが言われたように、グループワーキングの手法はかなり良かったと思いま

す。私もいろいろと皆さんと意見交換をさせていただいて、皆さん本当にすごいなと感心さ

せられました。 

参考までに、講師を招いてそのことに対していろいろと意見交換をしてもいいのかなとい

うのはあります。あと、未来ビジョン会議ですから、伊東市の未来についていろいろと語る

のもすごくいいと思うんで、本当に先の１０年後、２０年後の未来についても皆さんから何

か意見をいただいて、それに向かって何かいろいろと話し合って事業を立てていければなと

思います。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございます。 

話題性を持った動画作りですね、ただお金を払うようなことではなくてということになる

と、伊東にはいろいろな素材があるじゃないですか。どれを打ち出すかということで悩みが

出てくると思うんですけれど、例えば、観光ですね、表に出していくといっても、どれだと

いうことになると思うんですけれど、例えば、Ｅ委員がその方の話を聞いて、これはいいな

っていうひらめきみたいなものはありましたか。 

 

（Ｅ委員） 

セミナーの中で、自己満足のプロモーションではなく、やはりその人に合ったお客様の目

線というか、誰をターゲットにしていくかということがすごく大事だということは言われて

いました。例えば、ある村のプロモーションでは、外国人向けの目線で動画を作っていまし

て、日本のこういうところを見たら外国人が感動を得たりとかするような目線で作っていま

した。私たちの伊東市も温泉地ですので、なぜ伊東へ来るのかっていう観光客の意見とかを

いろいろと聞いて、そういった目線で誰をターゲットにするかということが大事だと思うの

で、観光客のお客様の目線に立って、そういうものを作ったほうが良いと感じました。 

 

（市長） 

最近は、欧米系の外国人の方が伊東の街中に多く訪れるようになり、リュックサックとか

を背負って歩いていると思います。ですから、これまでの大陸からの観光客だけではなく

て、遥か彼方からいろいろな方が来るようになったという感じはあると思います。また、そ

こをターゲットにしていくとするならば、街中の外国語表示ももう少ししっかりしなければ

ならないということも、日ごろからいろいろな方から言われています。そういうことも含め
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ていくとプロモーションビデオありきではないと。やはり市の施策としてターゲットを英語

圏の人にも対応していこうということで、漢字だけではないものに変えていくことの１つの

きっかけにはなるんじゃないかと思うんで、それも含めて、これからのシティプロモーショ

ンにおいては参考にさせていただきたいと思います。 

また、講師を招くということも、それも１つ、いいことだと思います。さきほど言ったよ

うに、例えば、１つのテーマに絞っていったときに、そのことについて話をしていただい

て、また、それぞれの思ったことや講師に対して意見を述べていくということが将来の施策

につながってくると思いますので、それも課題としてあげていきたいというふうに思いま

す。 

それでは、Ｆ委員お願いいたします。 

 

（Ｆ委員） 

私が考える今後の未来ビジョン会議の進め方なんですけれど、前回までは、子育て支援に

ついて考えてきたので、次は高齢者の現状の問題とか、そういうものを考えていったりした

らいいなと思います。あと、この間、ちょっとした５分ぐらいのテレビ番組で東平商会さん

のいとうナゲットが取り上げられてＰＲされていたので、伊東ブランドとなるものをさらに

いろいろ作ってみたり、あと、この会議の委員たちで１つ、２つ考えてみたりとか、学生と

市のお店が協力して新たなものを作ってみたり、伊東市のＰＲ活動となるものを私たちで考

えていけたらいいなと思います。 

あと、この未来ビジョン会議の委員たちが１つのチームでもあると思うので、熱海市に負

けないような伊東市のＰＲ活動をしていけたらいいなと思います。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございます。 

具体的に高齢者問題にも触れていったほうがいいということですが、まさしく今、伊東市

内に６５歳以上の方が２８，５００人ほど住まれております。比率で言うと４０．７%とい

うことで、これはどんどん増えていく。元々のこの会議を設置するに当たっての発端が、少

子化が進んでその流れが止まらないというところから始まっていますので、現実的には、高

齢者の方に安心して暮らしていただくための施策も考えなければいけないと思います。親の

世代とかそのまた上の世代ということになりますけれども、それも、また議題になれば良い

ことではないかと思いました。 

また、いとうナゲットですね。按針サミットで大分県の臼杵市に行ったときに、普段のメ

ニューでいとうナゲットを出しています。「ポルトグラ」というお店ですけれども、テーブ

ルに座りますと、メニューにいとうナゲットが幾らって書いてあって、そのことを知ってい

て行ったのですが、そこの方が本当にいとうナゲットというか、伊東の食材にすごく興味を

示していただいているというところで大変嬉しく思いましたし、そういうブランディングが

観光をＰＲするのと同時に、同じように全国に伊東の商品があれば、それならば行ってみよ

うということに繋がるのではないのかなと実感しました。 

それで、今週、菓子祭りというイベントをロビーで行いました。菓子商組合の皆さんが、

伊東の職人技を披露しながら、普段よりも安価な値段でお得なサービスをしていただいて、

多くの方が訪れたんですが、そのときに、市役所でやらなくても街の中にインドアのイベン
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ト広場があればいいねという話が出まして、確かにないなと。例えば、よく使うのは観光会

館の本館じゃなく別館、ああいうところでそういうことをやりますけれども、イベント的に

できる場所がないかなと。私が臼杵市に行った際に、臼杵市の人口は伊東市より遥に少なく

て、たしか５万人以下だったと思いますが、そこには街の中心地に観光情報を発信するとこ

ろもありますし、地域のコミュニティＦＭですけれど、それの基地もありまして、そこにＮ

ＨＫの大分局も便乗してくれているというようなところが何箇所もあったんですね。それを

見た際に、小さい規模でもそれができるんだということを感じまして、伊東も同じように、

よく探してみればいろいろと遊休地というか商店街もありますよね。そういう場所を活用す

る方法ということも、これから考えていきたいということを昨日のイベントでも感じました

し、まさしく、さっき言ったそういうところでまず新商品を市民が知って、宅配で親戚に送

ったり、何かお付き合いで知人に使うことによって、それが広がっていくという流れもでき

るんじゃないかなっていうことを昨日考えたものですから、まさしくＦ委員の言われたこと

とつながったと思いますので、それも含めて、今後のテーマの進め方にも関係付けていきた

いと思います。 

ありがとうございました。 

それでは、Ｇ委員お願いします。 

 

（Ｇ委員） 

こんばんは。 

進め方については、前々回のようなグループワーキングで、１グループが４人ぐらいでも

良いのかなと思ったんですね。そうすれば１人１人の意見の量が多くなるのではないかなと

感じたのと、これまでが、シティプロモーションの動画についてで、その次が子育て支援と

きたので、今度は来遊される方、直に伊東に来ている方に対して、伊東に来てよかったと思

えるようなまちづくりの方向性について、少しやってみても良いのかなと思いました。とい

うのは、去年か一昨年の観光動向調査の結果を見ると、何が足りないのかというところで、

街中が活性化していないというような意見が１番多かったですね。来てくれたお客さんが、

変な意味じゃないですが、街が死んでいるじゃないですけれど、生き生きしていないってい

うことで、それではまた来たいとは思わなくなってしまうので、その辺を考えていけたら良

いなと思います。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございます。 

Ｇ委員は、バルの実行委員会から代表として来ていただいておりますが、私もバルに参加

するとその日はすごく賑わっていて、あとで聞くと、参加されているお店の方からも「すご

く良かったよ」という声を聞いています。また、それに伊東市ももっと深く関わっていっ

て、形を変えてもっと頻繁にできないかなということも考えていました。また、Ｇ委員にい

ろいろとお伺いしたいと思っていますけれど、そういうことの１つ１つが活性化につながる

というのも間違いないんですけれど、すでに先駆者として、具体的にＧ委員さんたちのグル

ープが独自に進められていますよね。僕の記憶では１回目には市が補助を、でもそれ以外は

独自でやるよと。「こっちだってちゃんとできるんだぜ」みたいなとこがあったと思うんで

すよ。だけど、せっかくだから、それをもっと盛り上げようというところで、市も一緒にな
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って何かを手伝う。例えば、商工会議所もそうですし、あと観光協会と旅館組合とか、そう

いうところも観光で来たお客さんも含めた上で街の活性化につなげるためにも、ぜひ、今ま

での経験をより具体的に出していただきたいと。グループワークも４人がいいよって言って

いただければ、これはすごくわかりやすくて、この間はたしか５人から６人という感じだっ

たと思うんですけれど、それを具体化していって、このグループのテーマはこれだよという

ことで分けていくというようなことでいろいろな話ができる。言ってみれば、今、伊東市役

所で市のことで大きなことを進めていく中で、このメンバーにも役割分担ができていくとい

うことも、現実性があるかどうかはまた別ですけども、アイデアとしては良いことではない

かなと思いますので、参考にさせていただきたいと思います。 

また色々とお知恵を拝借したいと思います。 

それでは、Ｈ委員、お願いします。 

 

（Ｈ委員） 

こんばんは。 

そもそも僕らは、物を生み出したりすることについては余りやっていないです。まして

や、市のことなんて、この会議に参加しているから考えているけれど、今まで自分の生活と

か自分の周りは見えるけれど、それ以外のところは余り見ないで生活をしています。ですの

で、未来を考えるとしたら自分軸でしか考えられない。自分の周りとか地域でしか考えられ

ないけど、行政の方たちは、そういうところで全体を見ながらお仕事をされていて、全体を

見てどうすればいいかっていう問題も認識されていると思います。なので、少子高齢化だか

らと世の中では一般的にこう言っていると思いますが、実際、どのような少子高齢化で、何

がどうなっているのかっていうのは、自分の周りで見ると、確かに子どもはいないよねって

いうぐらいなところだと思うんです。 

そして、行政の方たちは、みんなでどこら辺が足りないんだろうかっていうデータもお取

りになっていると思いますし、一般論についてはたくさんご存知だと思うんですね。僕らは

そういうことを勉強していないので知らないです。なので、ぜひ、そういうところを教えて

いただいて、僕らにも問題意識を持たせてもらいたいと思っています。 

なので、さきほどからグループワークでしたり、いろいろな意見があったと思うんですけ

れど、そういう手法を使いながら、ぜひ、行政の方たちが僕らに問題提起を、「こんな未来

はやばいんだぞ」みたいなことを教えていただけるだけで、一生懸命に必死になって考える

と思うんですね。それが、例えば、さきほど言われましたような偉い方たちが必死に訴えて

くれると僕らは必死になって考える。例えば、同年代の若い方に言われても「お前も同じじ

ゃないか」って形になってしまい、偉い方に言われると、「やらなければ」って思うんじゃ

ないかなと思います。 

それと別に、具体的な現実的な話になると、やっぱり若い者同士で話をしたほうが生み出

しやすいとは思うんですけれど、問題提起の部分は、まず、市長を始め、せっかく副市長も

教育長も部長たちも皆さんいらっしゃるので、そういう方たちに、「お前らこういう未来っ

ていうのはこんなにやばいぞ、知っているのか」ということを教えていただくと、僕たちは

自分らの無い知恵を絞り、いろんなことを考えられるんじゃないかなと。そこで、産業別で

したり、専門別に分かれたりとかしながら討議をすると、みんなの思いがまとまってきて１

つ物ができるんじゃないかなって思います。 
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僕らの団体は、小さい商売をやっていますが、結局、地域活性といっても行政のやられて

いることに比べるとお金もないし、どちらかというと、どうやっていいかわからない。です

から、協力をしていくためにも、やっぱり理解をすることが必要と思います。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございます。 

私も一個人でやはりいろいろな思いがあり、前職の県会議員の職を目指したり、その中で

もいろいろなセクションがある中で、自分の得意分野、私も自分で創業して会社を作って、

何もないところからスタートして、周りにもそういう人たちが大勢います。恵まれた環境で

先代が作った会社のオーナーになったような人は少ないわけで、また、例えば、大きな企業

や市役所とかに入っていても、僕の世代ではまだ中間管理職で思うこともなかなか実行でき

ない。そういう中で、私も市長を目指して就任してちょうど６ヶ月経ちました。今、変えら

れるものは何か、変えなければならないものは何かっていうことを考える中で、私はプレイ

ングマネージャーと自分では言っていますが、全体を知って、どんなセクションにでも入っ

ていく。自分はそうあるべきだと思っていますし、その中で、基礎データ、静岡県のいろい

ろな行政に関わる中で、静岡県の中の伊東市の状況、それから、伊東市で過去取ってきたさ

まざまなデータ、例えば、平成３年頃の観光入込客数はピークだったが徐々に落ちていって

いるということとかの基礎知識はあるんですよね。そこが共有できていないと、例えば、少

子化が進んでいる中で、昨年子どもがこれだけしか生まれなかった。今年はまだ分からない

んですけれど、それよりちょっと下がりそうなんですね。まだまだ歯止めがかからない。そ

ういう中で、今までもお渡した部分もありますけれど、今、言ったような全体を考えるため

のデータをもっと広くわかりやすく提供していこうかなと思います。 

 

（Ｈ委員） 

データというより分析ですね。それをこうやって読むんだよと言ってくれると非常に分か

りやすいと思います。僕は生まれていますけれど、平成３年のすごい頃を知らない人たちが

ほとんどじゃないですか。そうすると、あのとき何がすごかったのだろうかという、その分

析がないと、やっぱりそれに紐がついていないと理解度にすごく差がついて、大先輩たちの

認識と僕らの薄っぺらな認識、今あるものでしか判断できないので、やっぱり評価がないと

だめだと思います。その辺をぜひお願いします。 

 

（市長） 

ありがとうございます。 

私は、小学校は西小学校で北中へ通っていました。通学路が今のキネマ通りとか中央アー

ケード、当時は劇場通りと言ったんですけれど、ものすごく人が溢れていました。今、どの

時間を見てもまっすぐ突き抜けて見えるので、２０人いたらすごいなというような状況です

が、当時の私の認識では、朝から夜まで必ず人とぶつかる。そのぐらい人が溢れていて、今

は懐かしの遊技場みたいなのがありますけれど、スマートボールとか、ああいうのが普通に

あって、浴衣を着たお客様が下駄を鳴らしながら歩いているのが普通の状況でした。やっぱ

り、それを知っている自分、その頃はこういうことで今言ったデータの裏付けというか、分

析、そういうことは自分で大体勝手に理解していると。例えば、平成生まれの方や４０歳ぐ
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らいまでの方は、バブルという時代を知らないですよね。ですから、その頃の個人消費が何

で多かったのかということ。例えば、不動産価格も今では驚くかもしれませんけれど、市内

で１坪単価が１００万円以上の土地が軒並みありました。今では、こんな１等地なのに、例

えば１０数万円とか、それでも売れないという話がいっぱい出ます。やはりそこをどう分析

するか、逆に言えば、世の中のニーズがどのように変わってきたか。買うのではなく利用す

るというか、求めてきたものが変わってきたというところをもう少し分かりやすく分析した

ものを提案していきたいと思っていますので、そういう中で問題意識が共有できるのではな

いかと思いました。 

私自身も昭和の終わりに自分の会社をスタートしまして、製造業なものですから、ものす

ごく良いという時代は知らないですけれど、気がついたらなんとなく駄目になっていた、全

部が駄目になっているというようなことが、例えば、茹でガエルの話がよくありますよね。

お風呂に入っていて気がついたら茹で上がっちゃっていたというような状況が近年見られる

ようになったということだと思っていますので、そういうことが、この先の１０年先、２０

年先の将来の伊東市民に起こらないように、今からこのメンバーで、まずたたき台を作って

いきたい。それがこの会議の元々の趣旨でもあるので、今、いろいろといただいたものの中

で問題提起というか、意識を変えるというものを、またいろいろな場面で作っていきたいと

思っていますので、よろしくお願いします。 

それでは、Ｉ委員、お願いします。 

 

（Ｉ委員） 

改めまして、こんばんは。 

最初に、この会議に対する私の個人的な感想になりますが、委員の皆さんからのさまざま

な意見が出る中で、その意見に対して行政側が動いてくださっているなという感覚を肌で感

じることができて、今までは日頃、行政に対して余り自分に主体的な思いがなかったのです

が、改めてこういう場に出させていただくと、行政に対しての主体的な思い、こういうもの

を抱かせてくれるような貴重な経験をさせていただいている会議だと思っております。 

会議の進め方やスタイルについてですけれども、私は、１番最初にこの会議に出てくると

きに、何かの１つの議題に対してみんなで討論し合うのかと考えており、私はそんなに知識

もないし大丈夫かなという不安がありましたが、このように、１人１人が持ち時間の中で意

見を発表できるっていうスタイルは、逆に、その議論、ディベートとか、そういうものに比

べるとよかったのではないかなと思っております。１人５分程度という持ち時間の中で、話

しを絞るという難しさや、意見を述べたあとは、ただ聞いているだけということを我慢する

という人も中にはいるかもしれませんが、１人１人がフリートークというふうな形で話せた

スタイル、これは良かったのではないかなと思っております。 

今後のあり方についてですが、改めて市長の所信表明を読ませていただいて、３本の柱が

ある中で、１本目の柱はまさにこの会議かなと思います。会議で取り扱ってきた内容、先日

来行ってきたグループワーク、これがまさに３本目の柱「みんなが暮らす伊東市」の中の子

育て支援だったと思います、２本目の柱「みんなが楽しい伊東市」という中で、シティプロ

モーションが議題として上がっていましたが、それよりも別の切り口で、にぎわいの創出の

部分であったり、あとは、生涯スポーツのまち伊東、こういったテーマについてもあって良

かったのではないかなと思い、次の会議のときには、そういった切り口もあっても良いので

はないかなと思います。 
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そしてもう１つ感じたことですけれども、我々がこういった場で意見を述べて、市長や行

政の執行の方々に意見が行って、それが市役所で働いている方々に対してはボトムダウンで

落ちてくるというような構図だと思うんです。逆に市役所で働かれている方が、こういうこ

とを未来ビジョン会議にかけてもらいたい、未来ビジョン会議にこういう議題を出すとどの

ような意見がもらえるのかなっていう、逆方向の意見のボトムアップからのボトムダウンみ

たいな、そういった方向でこの会議を使っていただくのも１つの案としていかがでしょうか

ということを思いました。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございました。 

行政は、まさしく市民の皆さんが動かすというところを実感してもらっているのかなと思

います。これから来年度の予算編成等を進めていく中で、どこまで皆さんの意を汲み取れる

かというところも大きな課題ですが、行政の１番の悩みは予算です。いろいろとやりたいこ

とに市民の皆さんからいただいた税金をどうやって分配していくか。そういうことを考える

と、結局、ない袖は振れないというところでいつも躓きます。そこで、それを乗り越えるよ

うなもの、例えば、国の補助金とか国の独自のメニュー、そういう交付金を探してくる力が

必要なのですが、それを探してくるのは市職員の仕事です。こういったこともここで熱く語

ってもらえばもらうほど、同時に私もトップセールスでどこにでも行きますけれども、そう

いうことの積み重ねが、１番問題となる具体的な課題を乗り越える根本になります。 

さきほど、会議の方法としては、ディベートよりは１人１人の発言方式のほうがよかった

ということでありますけれども、それは、グループに分かれたときにはまた変わると思いま

す。そういうことも含め、もっともっと積極的に発言していただければと思います。 

それから、「みんなが楽しい伊東市」の賑わいや生涯スポーツ、これはもうＩ委員さんの

得意なところですけれど、私もいろいろなところに行きますから、あんな体育館があったら

いいな、あれをみんなが欲しがっているんだよな、例えば、こういう屋内プールがあったら

ということを、いろいろなところを見るたびに思います。さっきも言いましたけれど、臼杵

市に行ったら小さい街なのに、すごく多彩な公共施設があるというところも見て、伊東市で

もできるだろうというところを掴んだり、そういうところをこれからまたご意見を伺いなが

ら進めていきたいと思います。それから、市の若手職員から提案をこの会議に出してもらう

というのも１つの方法だと思います。それは市の職員だからということでなくとも、ここに

いる１人１人の方はですね、今度これをみんなでやりたいということを提案してもらうのも

良いのではないかなと思いますので、それも含めて、ここにいる方々以外の方からの提案、

もしくは、現場で働く市職員からの提案、そういうものも協議できるよう考えたいと思いま

す。 

それでは、Ｊ委員お願いします。 

 

（Ｊ委員） 

よろしくお願いします。 

ここまで、グループワーキングが良いとおっしゃっていた委員が多かったんですけれど、

私も賛成で、ディスカッションとかできてすごく良かったなと思ったんですが、１グループ
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に対して事務局の方を１名置いていただいて、どんどん進行してもらい、書記もやってもら

えると、議論がどんどん進むし、いろいろな意見が聞けるんじゃないかなと思いました。 

あと、グループワーキングの際は、テーマをもっと具体的にというか、前回は、子育てし

やすいまちづくりだったのですが、その中でも細分化できると思うんですね。１グループに

対して子育てしやすいまちづくりの例えば情報発信だとか、少子化対策だとかという、グル

ープによってそういう細分化したテーマを設けると良いかなと思いました。 

例えば、このような意見を言うときは、やっぱり時間が足りないので、どうしても委員に

対して質問だとかディスカッションっていうのができないので、前もってメールで意見を提

出していただき、まとめてもらっておくと良いかなと思います。具体的には、用紙に起こし

てもらって、１人ずつ書いてもらい、事務局の方から紹介し、それに対しての質問があれ

ば、直接その委員さんに質問してもらうという形で、最後にその下に意見を書いて提出する

という形であれば、その委員の意見に対して自分がどう思っている、みんながどう思ってい

るということが分かるかなと思いました。 

最後になりますが、さきほど、街の活性化の話が出たついでですけれど、この前、初めて

キネマーケットに参加しまして、鹿のソーセージを売ってきたんですけれども、商店街がす

ごく元気になって良いなと思ったので、あのような商店街のイベントをもっともっと頻繁に

行っていただければ、街に元気が出るなと思いました。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございます。 

グループワーキングの際に、書記がいたらもっといろいろとスムーズにいくっていう意味

ですよね。そのとおりですね、それは検討させていただきたいと思います。それもここにい

る人ではなくて、なるべく若い世代がいいですよね。それはお任せください。 

それから、大きなテーマではなくてもっと細分化したほうが良いだろうということです

ね。例えば、子育て政策も幅広いですね。ですから、それも含めて次にグループワークで何

かテーマを決めようという際にはそのようにしたいと思います。そのためにグループ分けし

ていくという意味もあると思いますので、そのようにさせていただきます。 

それから、事前にメールでご意見を寄せておいて、それが一覧で委員さんのほうに来て、

例えばＪ委員はこういう意見ですと、当日発表はするものの、何かあれば事前に言っておい

てくれということで、またそれを違う委員が意見を書き加えてやるということですね。そう

いう準備というのは確かに必要だと思いますので、わかりました。 

最後にキネマーケットに参加していただいたということで、とにかく定着してきたもので

すから、あの日は人が多く出ます。ところが翌日は誰もいない。それをどうやったら恒常的

にみんなが街に出たいなと思えるような、お客さんもちょっと行ってみようかなと思えるよ

うな企画を考えていくというのが大きな課題ですけれど、絶対にできます、それは、またこ

こでまとめていって、ソーセージももっと付加価値をつけてみんなに喜んでもらえるように

していきたいと思います。 

それでは、Ｋ委員お願いします。 

 

（Ｋ委員） 

こんばんは。よろしくお願いします。 
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発言の順番が逆になって、ちょっとほっとしております。 

今日、私は、この未来ビジョン会議のＰＲについてお話ししたいと思います。 

前回、子育て支援について３グループが提案していただいて、それぞれみんなすばらしい

提案ができたなと思って、すごく嬉しい思いで帰りましたが、その何日か後に伊豆新聞を見

たところ、２つの施策提案は載っていたんですけれども、私が「すごい」と、この着眼点良

いなと思った専門学校の誘致案については全く触れられていなかった。あれって思い、すご

くがっかりしたのが正直なところで、やはり新聞というメディアっていうのは記者の方が書

かれて集約されるものなので、実際のこの臨場感であったり感動であったり、会議そのもの

が１００%伝わる内容ではないなと思ったときに、個人的にこの記事をフェイスブックで書

きたいなってすごく思ったのですが、この会議に７回参加して、非常にフランクな会議の場

ではなくて、ちょっと写真を撮るのもなかなかはばかられるような、緊張感の中の会議です

ので、果たしてフェイスブックに自分の思いを載せていいのかどうか、そういうこともわか

らなかったので、行政経営課の事務局の方にも写真を撮ったり個人的な意見をフェイスブッ

クに載せていいですかっていうことを質問したら、ぜひ、次回の会議で提案してくださいと

言われましたので取り上げさせていただきました。 

皆さんにそれぞれ個人情報ですとかいろいろな制約があると思いますが、私はこの７回の

会議に出席した中で、実際にケーブルテレビをご覧になった方から、「見たよ」とか誰々さ

んいたね、みたいな声掛けはしていただいているんですけれども、あいにく私の住んでいる

地域ではケーブルテレビが見られない状況で、どういう形で取り上げられてるのかが全く分

かってない。ただ、声を掛けられるんですが、残念なことに、その中で議論されていた内容

について聞かれたとか、こうだったねということはなかったんですね。そういう声を掛けら

れたことが１度もなくて、逆に、私がこんなこと話したよ、あんなこと話したよっていうの

を口伝えで話した際に、ああそうなんだ、こんなこと話しているんだっていう、そんなやり

取りが多く、先日、市のホームページを拝見させていただいたら、それぞれ委員の名前は伏

せられていますけれども、今までの議論の文字起こしがされていて文書化された議事録が掲

載されていたので、事務局の方たちがすごく骨を折って議論の内容を市民の皆さんに伝えよ

うという、その思いはすごく感じるんですけれども、実際にそれが届いているかというと、

まだまだその認知度が市民の方たちには低いかなと思った際に、フェイスブックですとかツ

イッターですとかインスタグラムですとかいろいろなＳＮＳがある中で、やっていらっしゃ

る方やっていらっしゃらない方、それぞれだと思いますが、一律のルールみたいなものは、

なかなかできないのかもしれないですけれども、こういうことを感じたよ、市の行政は実は

すごく敷居が低くていろいろなことをぶつけていいんだよっていうことを、もし市民目線で

草の根で発信ができたら、また、そのことも自分たちが関わっている人たちに草の根でどん

どん発信していく。そして未来ビジョン会議っていいねって言っていただけるような契機に

なるんじゃないかなと思って提案をさせていただきました。 

 

（市長） 

ありがとうございました。 

フェイスブックというかＳＮＳによる投稿についての提案ですけれど、基本的にメディア

が来ますよね。公開しているっていうことですよね。今まで余りそういう積極的な話がな

く、それぞれの委員が会議の内容を発信することについて議題にならなかったものですか

ら、あえて私からも言わなかったんですけれど、やられて結構だと思います。この会議につ
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いては基本的には公開であって、委員のお名前だけは伏せているような形になりますけれど

も、１０数名の方がそれぞれの団体から委員として参加していると。この場でこういう議論

がされてこういう結果が出たということを１人１人の委員の持っているもので発信していた

だければと思っています。 

それから、ケーブルテレビもやっぱり地域ごとに映らなかったりしますので、そのことも

含めて、ぜひ、委員の皆さんに情報発信をお願いしたいなと思います。 

それから、新聞の話が出ましたので私の主観でいいますと、大事なことを読み取ろうと思

うときは１紙では絶対だめですね。私も相当いろいろな新聞を読むわけですね。皆さんもわ

かると思いますけれど、いろいろな考え方がありますよね。テレビもそうですね。局によっ

ていろいろな発言があったり、また出る人や番組の構成によっていろいろと違いますよね。

どれかに決め込んではいけないと。ちょうど今言われたことが当てはまるかなと思いました

ので、私の主観ですけれども、そういうことがありますよね、世の中って。だから、広く情

報を集める。その中に、今、本当に便利になったＳＮＳというコンテンツがありますから、

ぜひ、活用していただきたいと思います。 

ありがとうございました。 

それでは、Ｌ委員お願いします。 

 

（Ｌ委員） 

 よろしくお願いします。 

この会議に７回出席させていただいていますが、ここでマイクを持って発言することは、

毎回、本当に緊張します。ここまで皆さんすばらしい意見で、本当にうなずくことばかりだ

ったのですが、私もグループでの発表もグループワーキングもとても意味のある大変すばら

しいものであったと思います。ここでマイクを持って話していると、どうしても対行政の方

になっていて返事をいただけて嬉しいことと、あと、それを実現していってくださるとい

う、その考えが聞けてうれしいんですけれども、また、こちらの委員の皆さんの意見も聞き

たいなっていうこともあります。ただ、さきほども市長が言われましたが、最後に意見があ

りますかと皆さんに問いかけても皆さん８時半までにという時間が気になって、ちょっと控

えようかなっていう気持ちがあったりするのも事実なのかなと思います。なかなか発言しづ

らいこともあるかと思います。それで、私の経験ですけれども、私は家庭教育委員から代表

で来させていただいています。それは、小学校、中学校の母親代表がそれぞれ２名ずつで３

０人程度ですね、議題があって集まることと、市内の施設を見学したりすることがありまし

て、毎回、いろいろな理由で集まりますが、大体、年に６、７回あります。それで私が１年

目に初めて出させていただいた際は、大変真面目な委員長の方で、議題に沿って皆さんで話

し合いましょうという形で、１校ずつ全校が発言をするような形だったんですが、次の年に

２年目で出させていただいたときは、真面目な方ですけれども、今までとはちょっと違った

委員会にしていきましょう、フリートークの感じで皆さんでディスカッションする形にしま

しょうということで、議題を設けず、何か意見ありませんか、学校の中で困っていること、

うちの学校は今こんなことで困っているんだけど、問題があるんだけど何かあったらざっく

ばらんに話してくださいっていう形にしたら、最初のうちは委員長の方もこんなやり方では

多分話が出なくて今日は１時間ももたないかな、３０分で終わるかなと心配されていたんで

すが、逆に皆さんも白熱して２時間以上もかかってしまって、うちの学校では、今、本当に

こういうことで困っていますと、うちではこうしているよということを、本当に皆さんが意
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見を出してくださって、同じことを共有することができて、とても意味のある時間だったな

と思いました。それからは、毎年のようにその会の中で１回、２回はそういうディスカッシ

ョン形式で皆さんがその場で意見を言い合えるような会議を持っているそうです。ですか

ら、もしできたら、この会でもそういう形でできれば良いなと思いますし、せっかく皆さん

がいろいろな団体からいらっしゃっていて、１番最初の会議のときにも自分の所属する団体

に関係するお話をされている方もいましたが、夜の街がちょっと寂しくなっているとかいろ

いろな問題点があったりですとか、ここをこうしたいなと考えていらっしゃる方とかいらっ

しゃると思うんですね。それが大きな話ではないかもしれないですけれど、今までのような

シティプロモーションとか子育て支援とかという形ではないですけれど、１つ１つ小さなこ

とからみなさんでいろいろと話し合っていけることもすごく良いかなと思っています。 

それから、この間北中学校の「おやじおふくろの会」というのがありまして、これに参加

させていただきました。３年ほど前まではおやじの会だけだったのですが、去年からおふく

ろの会というのも加わりまして、先生方と父兄の方ですね、希望者のみになるのですが３０

人程度が集まって２時間ちょっとお話をさせていただいて、やはりそういう席でもお酒が出

ますので、飲める方は飲んでという形でお話しさせていただくんですが、やはりお酒がちょ

っと入ると、学校の会議室とはまた違った場所だといろいろなお話ができたりとかしてとて

も良かったなと思います。ですので、マイクを持ってしゃべるのではなく、ちょっと皆さん

お気軽にお話ができたらいいのかなとも思いました。 

また、ちょっとこれは余談になりますが、私もこの会に出させていただいて、市長を始め

市役所の皆さんにお話をさせていただいて、それが聞き入れていただけた際のすごくうれし

い気持ちがあったり、声が届くという実感を味わえて、この前、そのおやじおふくろの会で

教頭先生とちょっとお話しをさせてもらった際に、以前から息子が中３だということをずっ

と話させてもらっていますが、今、社会の授業で伊東市について勉強しているそうです。こ

の前もグループごとの発表があったということで、グループごとにいろいろと内容は違った

ようですが、伊東市の問題点ですとか、観光でこういうのがあったらいいのにとか、教育の

費用が他の自治体と比べると長泉町は６万円なのに伊東は１人当たり幾らなんだとか、本当

に具体的ないろいろなことを子どもたちがみんなでインターネットを使ったりだとかして調

べてきたそうです。そういうのは行政には届かないんですかって、学校で発表して教室だけ

でおしまいですかっていう話をさせてもらったんですね。そうしたら社会の先生がいらっし

ゃったので、個人的に知っている市役所の方には子どもたちがこんなすごくいい意見を言っ

ているってことをお話しているって言っておりました。それがまたそこで止まってしまうの

もちょっと残念だなと思いましたので、市長も市役所の中でランチミーティングをされてい

るとかという話を伺いましたけれど、今度は中学校に行って子どもたちと直接お話ししてい

ただくのも良いのかなとか、あと、北中でまとめたことを市役所のほうに持ってきてもよろ

しいんですか。中学校のほうと掛け合って、まとめてもらったものをお持ちしたい、見てい

ただければなと。子どもたちのユニークな意見や大人では考えられないような意見があった

そうなので、ぜひ、目にしていただければうれしいなと思います。 

あと、この前、給食の話をさせていただいたあとに、偶然かもしれませんが、市長が給食

センターのほうに出向いていただいて試食をしていただいたという話を南中で働くお母さん

から聞きましたので、そういったことで、子どもたちの給食に対する考え方や意見も直接聞

いていただけるのも、親が聞いたものよりも子どもたちの率直な感想なども聞いていただけ

るのもありがたいなというふうに思いました。 
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以上です。 

 

（市長） 

より具体的にいろいろとお話しいただきまして、ありがとうございます。 

フリートーキングのほうがいろいろなお話ができて意見が出るということだと思いますけ

れど、本当にそうですよね。この会議もそんな感じから始まっていますけれど、それに対し

てのご意見を伺う時間、スケジュール的なものがなかったものですから、それはまた１つ考

えておきたいと思います。 

それから、中学３年生による将来の伊東市についての発表については、もしかしたら教育

長は知っているかもしれませんけれども、具体的に私はまだ聞いていなかったものですか

ら、そういう風通しの良さは考えたいのと、例えば、実際に私が給食を学校に食べに行っ

て、そこでいろいろと話を聞くというのも１つのアイデアだと思いましたので、これから考

えたいと思います。 

ありがとうございました。 

それでは、Ｍ委員お願いします。 

 

 

（Ｍ委員） 

よろしくお願いします。 

相変わらずこういう場では緊張するのですが、今回のテーマ、今後の未来ビジョン会議の

進め方、あり方について、個人的に思ったのは、この会議でのテーマが正直ちょっとざっく

りしていて、私自身が考えて意見を出すのがなかなか思い浮かばなくて苦労しました。今回

のテーマも前回のテーマも正直なかなか私のほうから参考になるような良い意見が出せない

のかなと感じていました。テーマをもう少し掘り下げていただけると助かるなと感じたのが

素直な気持ちです。 

今回の今後の会議の進め方、あり方ということですけれども、僕は、テーマとしてこの会

議で話し合えたらなと勝手に考えていたものが１つありまして、伊東市に人を集める方法を

この場の委員さんたちとみんなでお話できたらなと思いました。この会議の委員さんに選ば

れている方々はいろいろな職業の方がいらっしゃいますので、その方の意見を聞いてみたい

と思ったのと、あと、僕が最近感じているのが、僕の同年代ぐらいの人たちが地元での就職

を選ばない、地元に残ってくれないというふうに感じています。私自身は、地元の高校を卒

業してすぐ入りましたので、外というか一人暮らしもしたことないし、実家暮らしなので、

余り外は知らないので、例えば、東京とか横浜とかは、遊びに行く場所だっていうイメージ

なんですが、僕の同級生だともう大学を卒業して社会人１年目の年になっているのですが、

大学を卒業された方もなかなか伊東に戻ってきて就職するっていう方が少ないと感じまし

た。何で少ないんだろうと考えると、伊東に魅力が少ないのかなと考えてみたんですが、伊

東の魅力は、私は出張で静岡県内をいろいろとあちこち飛び回ったりするんですが、静岡県

の中でも伊豆って結構魅力あるところだなと感じたのが素直なところでして、西では浜松の

方に行きますと、海、山はありますが、観光場所としては伊東の方がたくさんあるなって思

いました。景色も伊東の方がきれいだなって思ったのが、自分がこの２３年間生きてきて、

改めて感じたところでした。 
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伊東に魅力がないわけではないなと思うんですけれども、それでも伊東に人が集まらない

なと感じていました。熱海と比べるとアクセスの面では新幹線がないので難しいかもしれま

せんが、伊豆半島の中では伊東はアクセスが良いほうだと感じていますので、何か人を集め

る方法がもっとないのかなと思った際に、ざっくりなんですが、もっと人が集まる場所とし

て、お祭りってあるのかなと考えました。自分が参加するような伊東市のお祭りって本当に

限られていまして、すみません、お恥ずかしい話ですけれど、伊東市のホームページを見て

イベントを検索すると、毎月、いろいろ行事をやっていて、お祭りじゃないですけれども、

コンサートですとか花火大会とかいろいろなイベントがたくさんあるんだなっていうのを知

りました。自分が知らなかったのも恥ずかしいですが、この中で私が参加するイベントやお

祭りは限られるな、本当に片手の指で数えられる程度だなとも思いました。 

お祭りとなると、観光客の人も地元の人もいろいろと集まってくれるだろうなというふう

に思いますし、今ここで皆さんのお話を聞いていたら、意外といろんな人がお祭りをやって

いるなあというかイベントをやっているなあと聞いたので、この話をするのも内心、正直び

くびくしていたのですが、もっとお祭りをやってほしいなと思ったんですけれど、例えばで

すけれども、最近、今年の秋、横浜のほうで自分が初めて参加したんですけれども、オクト

ーバーフェスタという多分ドイツの伝統的なビールのお祭りだそうで、そこでは、ビールを

飲む、ソーセージを食べるみたいな感じのワイワイガヤガヤしながらみんなで飲むというよ

うなイベントでした。そこには初めて参加したのですが、知らない人ともワイワイガヤガヤ

しながらお酒を飲み、ドイツの民俗的な民謡なんかもみんなでライブみたいな感じで歌った

りしてすごく楽しかったなあと感じました。それをやってくれって言うわけではないですけ

れども、そういうのがやれたらなと思いました。 

あと、お酒を飲むところはきっとたくさんお金を落としてくれる場所の１つでもあるかな

と思います。 

お酒を飲めるというか、お祭りについて、きっとこの会議の委員の方ならいろいろな意見

とかも聞けて、良い考えが反映されてくるんじゃないのかなと思いまして、この意見を出さ

せていただきました。 

さきほど、鹿肉のソーセージの話がありましたので、ドイツビールのお祭りなんかがもし

伊東でできたら、早速鹿肉が出るのかなと思いましたので、ぜひ、あったら良いなと思いま

した。 

以上です。 

 

（市長） 

ありがとうございました。 

今までは議論のテーマが大きすぎてということだったと思いますけれども、さきほどか

ら、いろいろと意見が出ていますので、また絞り込んでいきたいと思います。 

それから、伊東にもっと人を集める方法につきましては、委員の意見をもうちょっと聞け

るような形にしていきたいと、それは私も感じております。 

また、Ｍ委員の同世代の話だと思いますけれど、地元に残りたがらないと言ったほうがい

いのか、残りたくても残れないと言ったほうがいいのか、就職の門戸が狭いと思うんですよ

ね。賃金を比較しても、大手企業に比べたら市内の中小企業は相当低いです。そういう中

で、そういう面ではなかなか魅力がないかもしれませんが、Ｍ委員が言っているように、伊

東の魅力というのは外に出れば出るほどよくわかるわけでして、そういう中で先ほどお話に
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出たお祭り、イベントですが、例にあった、ドイツビールとかソーセージを食べるオクトー

バーフェスタ、そんなことがきっかけで、逆にこのメンバーで新しいイベントを１つ作る、

そんな意気込みも感じさせていただきたいなということも思いましたので、それを付け加え

させていただきたいと思います。 

大体時間になりましたが、もしかしたら、もう一言という方もおられるかもしれませんけ

れども、残りの時間を見まして、これで大体意見をいただいたということにさせていただき

たいと思います。また、大変率直なご意見が多かったと思いますので、これを参考にさせて

いただきたいと思います。 

今回いただいた意見を踏まえて、今後の未来ビジョン会議のテーマや進行方法等について

は考えていきたいと思っております。 

それでは、副市長を始め当局の皆さんから一言ずついただくことといたしますが、１０分

以内にまとめたいので、１人２分で一言ずつお願いします。 

 

（若山副市長） 

貴重なご意見をありがとうございました。 

特に参考になったというか、どきっとしたのがＨ委員から言われた、問題意識を持たせて

ほしいということ。それは、私たち市の幹部と言われている人たちからということで、そこ

は肝に銘じて、どういう形でお話ができるか分かりませんけれども、これから常々意識して

行きたいと思っております。ありがとうございます。 

 

（佐野副市長） 

今日のテーマ自体も本当にざっくりしているなと思う中で、本当に皆さん真摯にすごく丁

寧に考えてくださって、本当にありがとうございます。 

皆さんが本当に伊東市を愛していることがこの会議でわかった中で、もう少し、本当によ

り議論が深まって、これいいね、あれいいね、みたいな形で議論が活発になるような場を本

当に作れたらもっと良いかなということをつくづく思いましたので、そういう形で、また検

討させていただきたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

（教育長） 

本当にいろいろなご意見をいただきまして、自分も勉強させていただいております。 

特に、前回の発表のときですね。市民目線ということで、本当にいろいろなご提案をして

いただいて、自分の持っていない視点をいただいたことに、非常に感謝申し上げたいと思い

ます。 

教育については、これからはＡＩ、人工知能ですよね。これがどのようになっていくの

か、この問題が今後、非常に大きくなっていくんじゃないかなと感じています。その辺もま

た議論していただく中で、伊東の子どもたち、また、伊東市民の生涯学習ですとか、そうい

うことについて教えていただけたらなということをつくづく思いました。 

毎回、本当に前向きな議論で、また、ここへ参加させていただいて毎回勉強させていただ

いているということでございます。 

本当にありがとうございます。 
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（企画部長） 

 ご意見ありがとうございました。 

大体、皆さんおおよそグループワークをやっていったらどうかという意見が多かったと思

っています。そういうことで、今後、グループワークをやっていくということで考えていき

たいと思っております。 

テーマにつきましては、人によってはテーマを設けないでやったらいいというご意見もあ

りましたし、逆に、細分化をしたほうがいいというようなご意見もありました。ただ、全体

的に皆さんおっしゃるのが、来遊客のお話しですとか、活性化ですとか、人を集めるとかと

いう、そんなテーマが比較的多くの委員の皆さんからのご提案にあったのではないかと思っ

ていますけれども、テーマをどう設定するのか、グループ分け、人数、事務局の役割、そう

いったご意見をもう一度事務局のほうで検討させていただいて、次回の会議の中ではある程

度具体的な姿をお示しできるように少しお時間をいただきたいと思っております。 

ありがとうございました。 

 

（市長戦略監） 

お疲れさままでした。 

この未来ビジョン会議は小野市長の公約でありまして、私どもも初めての試みで、まとま

っていくのかなと思ったんですが、今日のご意見を聞いていて、まずは、この会議は成功だ

ったのかなと思っています。ありがとうございます。 

 

（市長） 

ちょうど時間となりましたので、これで本日の会議は閉会とさせていただきますけれど

も、本当に有意義な時間となりましたことを感謝申し上げます。 

ありがとうございました。終了といたします。お疲れ様でした。 

 

（事務局） 

最後にお知らせいたします。 

来年の日程ですが、決まり次第、ご連絡させていただきますので、来年もご出席をよろし

くお願いいたします。 

本日はありがとうございました。  


